


※QRコードを読み込むと、
　デモ動画をご覧頂けます。

アセスメントは現在の実力と成長の様子を見える化する手段ですが、評価
の納得感を出すのが大変であったり、各評価項目を5段階などで査定され
るだけでは行動変容に繋げにくいなどの課題があります。リフレクトルは
評価と具体的言動の結びつきをすぐに確認できるため、これらの課題を解
決します。

納得感あるアセスメントができ、アセスメントを成長に
つなげられる

指導者がどの場面に何の指摘をしているかが明らかになるため、指導品質
の向上や認定が行えるようになります。例えば、現場リーダーの指導内容
を、全社的なエースが確認するなど。的確な指導をできる人が増えれば、
組織全体の成長が加速し、また限られた上位の人に集中しがちだった「指
導」の役割を分担できるようになります。

指導内容が見える化され、組織内の育成できる人が増え
る

これまで、コミュニケーションの実践に対するフィードバックは、その場
に居合わせた人がその時に行うことが原則でした。どのような実践内容に
対しての指摘かの共通認識を、指導者と非指導者が持つには、場所・時間
を共有するしか無かったためです。リフレクトルのフィードバック形式を
使えば、この距離と時間の壁を乗り越えられます。

距離的に離れていても、また時間差でも、有効なフィー
ドバックができる

リフレクトルのフィードバック形式を使うと、必ず「具体的な場面(言
動)」に言及しながらフィードバックを伝えるようになるため、指導力を鍛
えていない人が陥りがちな、受け手の成長につながらない「漠然とした全
体的な感想」の伝達に終始することを避けられます。また、「具体的な場
面」を拾い上げるにあたっても、予め定められた評価基準に合致するかを
判断すればよいため、より的確に評価できるようになります。

誰でも一定以上の効果的なフィードバックができるよう
になる

自らの言動を動画で振り返るのは効果的。しかし、稀にしか使われない、或いは挨拶や自己紹介など部分的な反復練習のみにしか使われていないのが現
状です。これまでは、動画で全体を振り返るには、長い時間を要したことが原因です。リフレクトルはこの問題を解決し、動画で振り返る（リフレク
ションする）可能性を切り開きます。

動画が振り返りに使えるようになる

「動画」x「具体的場面にフォーカス」が鍵



チーム単位で共有し、ベストプラクティスの候
補・認定の登録、タグづけが可能。
ベストプラクティスに登録されると、トップ画
面のタイムラインに表示され、検索機能で選択
できます。

ベストプラクティス機能で、
効果的にナレッジシェア

見るだけならインターネットとブラウザさえあればOK。

受講者/対象者
研修/アセスメント等終了後も動画とフィードバックでいつ
でも自分の実演を振り返られます。

インストラクター/評価者
実演/動画に対するフィードバックをリアルタイムで入力。
コメント付きの動画はクラウドサーバーを通じて、受講者と
簡単に共有できます。

クラウドで簡単に共有可能
iPhone/iPadで記録した動画×フィードバックは


